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「いきもの広場で遊ぼう」 毎週日曜日11:00～12:00　＊開催時間外はお入りいただけません。

いきもの広場は、動物園の中に作った「近所の自然」です。広場のなかに
は様々な環境や生き物と出会うための小さなしかけがたくさんあります。
５月に入り、あたたかな日差しの下、いきものたちの活発な姿が見られる
ようになりました。

イクビチョッキリがクヌギの葉
に切れ目を入れ、巻いて作った
揺籃（おとしぶみ）です。内
側の葉には卵がひとつ産みつ
けられています。

ガマズミの葉が食草
です。カギバの仲間
の幼虫は尾の部分に
しっぽのような長い
突起（矢印）を持っ
ています。

２

コナライクビ
チョッキリの揺籃

アシベニカギバの幼虫３

３

１

４

クルミが食草で、葉の裏を探すと見つ
かります。背中にはひらひらとした白い
蝋状の物質をまとっています。
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今週の

３月２３日に池で卵が見つかり、４月７日に
はオタマジャクシがふ化しました。現在は、
上陸した個体が見られるようになりました。

アズマヒキガエルの
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活動日以外は
池を網でおおっています

広場の池のオタマジャクシは、
そのままだと野生のカモに食
べられてしまいます。上陸する
までの約１ヶ月、活動時間以外
は網でおおっています。

クワの葉が食草です。養蚕で飼育される
カイコに姿・生態とも良く似ており、原種
と考えられています。

クワコの幼虫

アブラムシ（矢印）を食べるため農業に
おいては益虫として知られています。こ
の後、まゆを経て、成虫になります。

ナミテントウの幼虫

上陸した成体


